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施肥量および施肥時期がカキ‘太秋’の雌花着生に及ぼす影響 
 

鈴木哲也・新川 猛・和田 巽 

 

Effects of Amount of Fertilizer Used and its Time of Application for Female Flower Formation in ‘Taishuu’ 

Persimmon 

 

Tetsuya Suzuki, Takeshi Niikawa and Tatsumi Wada 

  

要約：‘太秋’は雌花と雄花が着生し，年数が経つに従って雄花の着生する割合が増え，雌花の着生す

る割合が減少するため，収量が十分確保されなくなる．そのため，‘太秋’の着果基準は，‘富有’の葉

果比 20 より着果負担を軽減した葉果比 30 としている．‘富有’より着果数を少なくしながらも，高い販

売単価で収益確保を図っているが，商品化率が低いため，‘富有’に比べて収益が低い．そこで，‘富有

’と同等の収量を確保しながら，雌花を安定的に着生させる施肥方法について検討した．葉果比 20 で着果

数を確保しても，5，6 月に追肥を行うことにより，雌花着蕾数および雌花の着生した新梢の割合が高くな

った．10ａ当たりの窒素施用量として，基肥で 10kg，追肥で 5，6，7 月に各 5kg の年間 25 kg が岐阜県に

おける‘太秋’栽培には適していると考えられた． 

  

キーワード：窒素施用量，カキ，雌花着生，施肥，太秋 

 

緒言 

近年，カキの消費は低迷している．特に若い世代

の消費量が著しく減少しており 1)，将来的なカキの

需要低下が危惧されている．このような状況の中，

需要回復を図るためには，消費者ニーズを踏まえた

販売戦略の構築が必要である． 

‘太秋’は 1995 年に品種登録された中生の完全

甘ガキであり，食味が優れていることが最大の特徴

である 2)．その食味の良さには，食感がサクサクと

していること 3)，‘富有’とは糖組成が異なること
4)などがある．特にサクサクとした食感は若い世代

に人気が高く，カキの新しい需要を喚起すると期待

されている． 

しかし，‘太秋’は雌花と雄花が着生し，年数が

経つに従って雄花の着生する割合が増え，雌花の着

生する割合が減少するため，収量が十分確保されな

くなる．米森ら 5)は，カキの雌雄性発現には栄養状

態の差異より，前年度の母枝の花性や母枝中の芽の

位置がより大きな要因として作用していると報告

している．一方，千々和ら 6)は，‘太秋’の雌花の

着生には前年の結果母枝の花性だけでなく，結果母

枝の栄養状態や発芽位置も影響していると報告し

ている． 

現在，着果負担軽減のため，‘太秋’の着果基準

は‘富有’の葉果比 20 より着果数の少ない葉果比

30 としている 7)．‘富有’より着果数を少なくし

ながらも，高い販売単価で収益確保を図っている

が，条紋や汚損などの発生により商品化率が低いた

め，‘富有’に比べて収益が低い．そこで，本研究

では，収益確保のため，‘富有’と同等の収量を確

保しながら，雌花を安定的に着生させる施肥方法に

ついて検討した． 

 

材料および方法 

1．施肥量が雌花着生に及ぼす影響（実験 1） 

2008～2011 年に岐阜県農業技術センター植栽の

樹齢 12～15 年生の‘太秋’18 樹を供試した．供試

樹は 1997 年に定植し，栽植密度は樹間 3m×列間

5m，仕立て方法はＹ字形仕立てとし，栽培管理は

岐阜県標準技術体系 8)に準じた． 

試験区は慣行区，施肥量および施肥時期を変えた

1.5 倍量区および 2 倍量区を設け（第 1 表），それ

ぞれに葉果比 20 区と 30 区を設定した．各試験区は

1 樹 3 連とした．摘蕾は 2009 年 5 月 1 日，2010 年

5 月 17 日，2011 年 5 月 19 日に 1 新梢 1 蕾，摘果は

2009 年 7 月 15 日，2010 年 7 月 20 日，2011 年 7 月

20 日に葉果比 20 と 30 で実施した． 

2009 年 4 月 28 日，2010 年 5 月 14 日，2011 年 5
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月 18 日に雌花着蕾数，雌花着生新梢数および雄花

着生新梢数を調査した．雌花着蕾数は全結果母枝数

と結果母枝長 11～20cm，21～30cm，31～40cm に

分けた集計を行った．2010 年 5～10 月，定期的に

葉を採取し，CN コーダー（MT-700，ヤナコ分析工

業(株)）で葉中窒素含有率を測定した．1 樹当たり

6 葉採取し（樹冠外周部の目通りの高さで着果して

いる新梢の中位葉），混合粉砕し 1 サンプルとした．

摘果日に果実調査用のラベルを 1 樹当たり 10 果無

作為に設置し，2009 年 10 月 15 日，2010 年 10 月

20 日，2011 年 10 月 24 日に収穫を行い，収量およ

び果実品質を調査した．糖度はデジタル糖度計

（PR-101α，(株)アタゴ），果肉硬度は果実硬度計

（KM-5 型，(株)藤原製作所）で測定した．果皮色

の測定には色彩色差計（CR-400，コニカミノルタ

(株)）を使用し，新川らの報告 9)に準じて次式を作

成し，測定した色相角度（H°）をカラーチャート

値（CC 値）に変換した．CC 値＝－8.806×LN（H

°）＋42.083（r2＝0.986）．へたすき指数は果実の

へたすき程度を 0（無）～3（大）の 4 段階に評価

した平均値，条紋指数は果実の条紋程度を 0（無）

～5（大）の 6 段階に評価した平均値とした．また，

2009 年 8 月～2011 年 11 月，施肥試験区ごとに葉果

比 30 の土壌を定期的に採取し，pH，EC，無機態窒

素，交換性塩基（CaO，MgO，K2O），可給態リン

酸を測定した．無機態窒素は蒸留法，交換性塩基は

ICP 発光分析法，可給態リン酸はモリブデン青法で

測定した． 

2．施肥量と施肥時期が雌花着生に及ぼす影響（実

験 2） 

2012～2016 年に岐阜県本巣市郡府で栽培されて

いる高接ぎ 7～11 年目の‘太秋’12 樹を供試した．

供試樹は 2006 年に高接ぎし（中間台‘西村早生’），

栽植密度は樹間 5.5m×列間 5.5m，仕立て方法は開

心自然形仕立てとし，栽培管理は岐阜県標準技術体

系 8)に準じた． 

試験区は慣行区，施肥量および施肥時期を変えた

1.7 倍量区（基肥重点），1.7 倍量区（追肥重点）お

よび 2 倍量区とした（第 2 表）．各試験区は 1 樹 3

連とした．摘蕾は 2012 年 5 月 11 日，2013 年 5 月

13 日，2014 年 5 月 12 日，2015 年 5 月 14 日，2016

年 5 月 13 日に 1 新梢 1 蕾，摘果は 7 月中下旬に葉

果比 20 で実施した． 

摘蕾日に雌花着蕾数，雌花着生新梢数および雄花

着生新梢数を調査し，雌花着蕾数は結果母枝長のば

らつきが大きかったため，母枝長 31～50cm で集計

した．2012 年 10 月 1 日，2013 年 9 月 25 日，2014

年 10 月 8 日，2015 年 10 月 6 日，2016 年 10 月 7

日に 1 樹当たり 10 果の果周，果皮色，糖度を無作

為に調査した．糖度は非破壊糖度計（FQA-NIRGUN 

，シブヤ精機（株）），果皮色は実験 1 と同様の方

法で測定した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2表　施肥試験区（実験2）の構成

基肥z

3／中 5／中 6／中 7／中 N P2O5 K2O

慣行区 10.0 － － 5.0 15.0 11.7 10.8
1.7倍量区（基肥重点） 15.0 2.5 2.5 5.0 25.0 16.7 15.0
1.7倍量区（追肥重点） 10.0 5.0 5.0 5.0 25.0 13.5 12.6

2倍量区 15.0 5.0 5.0 5.0 30.0 17.7 16.0
z有機入りペレット654（片倉チッカリン(株)，N-P2O5-K2O：6-5-4)を施用

 2012年は3/15，2013年は3/29，2014年は3/24，2015年は3/31，2016年は3/31に施用
y5，6月は尿素入り化成733（片倉チッカリン(株)，N-P2O5-K2O：17-3-3)，7月はくみあい新苦土尿素

 有機入り化成S280号（ジェイカムアグリ(株)，N-P2O5-K2O：12-8-10)を施用
 2012年は5/21，6/27，7/24，2013年は5/17，6/18，7/25，2014年は5/19，6/24，7/25，2015年は
 5/26，6/29，7/31，2016年は5/27，6/28，7/21に施用

年間施用量／10ａ（kg）
追肥y試験区

窒素施用量／10ａ（kg）

第1表　施肥試験区（実験1）の構成

基肥z

3／中 5／中 6／中 7／中 N P2O5 K2O

慣行区 10.0 － － 5.0 15.0 13.5 14.0
1.5倍量区 12.5 5.0 － 5.0 22.5 19.0 20.0
2倍量区 15.0 5.0 5.0 5.0 30.0 25.5 27.0

z新くみあいほう素有機入りペレット888号（片倉チッカリン(株)，N-P2O5-K2O：8-8-8)を施用

 2008年は3/13，2009年は3/29，2010年は3/11，2011年は3/18に施用
yくみあい新苦土尿素有機入り化成S280号（協同肥料(株)，N-P2O5-K2O：12-8-10)を施用

 2008年は5/16，6/17，7/17，2009年は5/21，6/16，7/15，2010年は5/21，6/16，7/20，

 2011年は5/23，6/14，7/21に施用

試験区
年間施用量／10ａ（kg）

追肥y

窒素施用量／10ａ（kg）
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結果 

1．施肥量が雌花着生に及ぼす影響（実験 1） 

1）結果母枝当たりの雌花着蕾数 

葉果比 30 では，2010 年（試験開始後 3 年）ま

で，施肥量による結果母枝当たりの雌花着蕾数の

明確な差は認められなかった（第 1 図）．2011 年

（試験開始後 4 年）になると， 2 倍量区の雌花着

蕾数が 1.5 倍量区および慣行区よりも多い傾向で

あった． 

葉果比 20 では，2009 年（試験開始後 2 年）ま

で，施肥量による結果母枝当たりの雌花着蕾数の

差は認められなかった（第 1 図）．2010 年以降， 

2 倍量区の雌花着蕾数が 1.5 倍量区および慣行区

よりも多く推移する傾向であった． 

葉果比 20 の 2 倍量区における結果母枝当たりの

雌花着蕾数は，‘太秋’の栽培基準である葉果比

30 の慣行区より多く推移する傾向であった． 

2）結果母枝長ごとの雌花着蕾数 

葉果比 30 では，2010 年（試験開始後 3 年）ま

で，施肥量による雌花着蕾数の明確な差は認めら

れなかった（第 2 図）．2011 年（試験開始後 4 年）

になると，結果母枝長 11～20cm の雌花着蕾数は 2

倍量区および 1.5 倍量区が慣行区より，結果母枝

長 21～30cmと 31～40cmの雌花着蕾数は 2倍量区

が1.5倍量区および慣行区より多い傾向であった． 

葉果比 20 において，結果母枝長 11～20cm と 21

～30cm の雌花着蕾数は，2009 年（試験開始後 2 年）

以降，2 倍量区が 1.5 倍量区および慣行区よりも多

く推移する傾向であった（第 2 図）．結果母枝長

31～40cm の雌花着蕾数は，2010 年（試験開始後 3

年目）以降，2 倍量区で多く，慣行区で少なく推移

する傾向であった． 

葉果比 30 より葉果比 20 において，葉果比 20 に

おいては結果母枝長が短いほど，早い年数から施

肥量による影響が現れた．また，いずれの結果母

枝長においても，葉果比 20 の 2 倍量区における雌

花着蕾数は葉果比 30 の慣行区より多く推移した． 

3）新梢数のうち雌花が着生した新梢数の割合 

葉果比 30 では，施肥量による雌花着生新梢割合

の明確な差は認められなかった（第 3 図）． 

葉果比 20 では，2009 年（試験開始後 2 年）まで，

施肥量による雌花着生新梢割合の差は認められな

かった（第 3 図）．2010 年以降，2 倍量区の雌花

着生新梢割合が 1.5 倍量区および慣行施肥区より

高く推移する傾向であった． 

葉果比 20 の 2 倍量区における雌花着生新梢割合

は葉果比 30 の慣行区より多く推移した． 

4）新梢数のうち雄花が着生した新梢数の割合 

葉果比 30，20 ともに，雄花着生新梢割合は施肥

量よりも年次変動の影響が大きく，施肥量による

影響は判然としなかった（第 4 図）． 

5）1 樹当たりの収量 

葉果比 20 の 2011 年（試験開始後 4 年）では，

施肥量が多いほど収量が多くなる傾向であった

（第 5 図）．また，葉果比 20 の 2 倍量区における

1 樹当たりの収量は葉果比 30 の慣行施肥区より多

い傾向であった． 

6）果実品質 

2009～2011 年（試験開始後 2～4 年），施肥量お

よび葉果比の違いによる果実品質への影響は認め

られなかった（第 3 表，データ略）． 

7）葉中窒素含有率 

2010 年（試験開始後 3 年）の葉中窒素含有率は，

葉果比 30，20 ともに施肥量に関わらず，5 月 20 日

から 6 月 11 日にかけて大きく低下した（第 6 図）．

その後，葉果比 30，20 ともに，2 倍量区は 8 月 11

日まで，1.5 倍量区および慣行施肥区は 9 月 8 日ま

で，横ばい～微増で推移し，その後，再び低下し

た．  

6 月 11 日～7 月 12 日の葉中窒素含有率は，葉果

比 30，20 ともに，2 倍量区が 1.5 倍量区および慣

行施肥区よりも高く推移し，1.5 倍量区と慣行施肥

区との間に差は認められなかった． 

8）土壌化学性  

pH，EC，無機態窒素，交換性塩基，可給態リン

酸に対して，採取時期による増減の傾向は認めら

れたが，施肥量による明らかな差は認められなか

った（第 7，8 図，データ略）． 

2. 施肥量と施肥時期が雌花着生に及ぼす影響（実

験 2） 

1）結果母枝当たりの雌花着蕾数および新梢数のう

ち雌花が着生した新梢数の割合 

長さ 31～50cm の結果母枝当たりの雌花着蕾数，

新梢数のうち雌花の着生した新梢の割合ともに，

2015 年（試験開始後 4 年）以降，2 倍量区と 1.7 倍

量区（追肥重点）が 1.7 倍量区（基肥重点）と慣行

施肥よりも高く推移する傾向であった． 
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第 1図 施肥量が結果母枝当たりの雌花着蕾数に及ぼす
影響 

縦線は標準誤差を示す（n=3） 

第3図 施肥量が新梢数のうち雌花が着生した新梢数の
割合に及ぼす影響 

    縦線は標準誤差を示す（n=3） 

第 4図 施肥量が新梢数のうち雄花が着生した新梢数の

割合に及ぼす影響 

    縦線は標準誤差を示す（n=3） 

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

5
/2
0

6
/2
0

7
/2
0

8
/2
0

9
/2
0

1
0/

2
0

葉
中

窒
素

含
有

率
（

％
）

葉果比30

慣行区 1.5倍量区 2倍量区

5
/2

0

6
/2

0

7
/2

0

8
/2

0

9
/2

0

1
0/

2
0

葉果比20

3

5

7

9

11

13

2009 2010 2011

雌
花
着
蕾
数
／
結
果
母
枝

（
個
） 葉果比30

年

慣行区 1.5倍量区 2倍量区

2009 2010 2011

葉果比20

年

結果母枝長：11～20cm

結果母枝長：21～30cm

結果母枝長：31～40cm

1

2

3

4

5

6

2009 2010 2011

雌
花

着
蕾

数
／

結
果

母
枝

（
個

） 葉果比30

年

慣行区 1.5倍量区 2倍量区

2009 2010 2011

葉果比20

年

2

4

6

8

10

2009 2010 2011

雌
花

着
蕾

数
／

結
果

母
枝

（
個

） 葉果比30

年

慣行区 1.5倍量区 2倍量区

2

4

6

8

10

12

14

16

18

2009 2010 2011

雌
花
着
蕾
数
／
結
果
母
枝

（
個
） 葉果比30

年

慣行区 1.5倍量区 2倍量区

2009 2010 2011

葉果比20

年

2009 2010 2011

葉果比20

年

20

30

40

50

60

70

2009 2010 2011

雌
花

着
生

新
梢

数
／

新
梢

数
（

％
）

葉果比30

年

慣行区 1.5倍量区 2倍量区

2009 2010 2011

葉果比20

年

0

10

20

30

40

50

2009 2010 2011

雄
花
着
生
新
梢
数
／
新
梢

数
（
％
） 葉果比30

年

慣行区 1.5倍量区 2倍量区

2009 2010 2011

葉果比20

年

第 5図 施肥量が収量に及ぼす影響 

    縦線は標準誤差を示す（n=3） 
第 6図 施肥量が葉中窒素含有率に及ぼす影響（2010 年） 

    縦線は標準誤差を示す（n=3） 

第 2図 施肥量が結果母枝長ごとの雌花着蕾数に及ぼす 

影響 
（上段：結果母枝長 11～20cm，中段：結果母枝長
21～30cm，下段：結果母枝長 31～40cm） 

縦線は標準誤差を示す（n=3） 
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第4表　施肥量および施肥時期の違いが果実品質に及ぼす影響（2016年）

果頂部果皮色 果周 糖度

（CC値） （cm） （°Brix）
慣行区 3.0 31.3 17.6

1.7倍量区（基肥重視） 2.7 31.8 17.5
1.7倍量区（追肥重視） 3.2 32.4 17.7

2倍量区 3.1 33.0 17.8

分散分析 nsz ns ns
ｚ分散分析により，ｎｓは有意差なし

第3表　施肥量および葉果比の違いが果実品質に及ぼす影響（2011年）

果皮色（CC値） 果重 糖度 果肉硬度 種子 へたすき 条紋

果頂部 果胴部 へた部 （ｇ） （°Brix） （kg/㎠） （個） 指数z 指数y

慣行区 3.7 3.0 3.1 309.6 15.2 1.4 2.2 0.3 0.5
葉果比30 1.5倍量区 4.2 3.6 3.3 296.7 16.1 1.6 1.7 0.1 0.6

2倍量区 4.2 3.5 3.3 347.4 16.0 1.3 2.2 0.2 1.7
慣行区 4.3 3.7 3.6 316.5 16.3 1.4 2.0 0.4 1.6

葉果比20 1.5倍量区 4.1 3.6 3.5 327.7 15.9 1.3 1.9 0.2 1.2
2倍量区 4.2 3.5 3.1 348.1 16.2 1.4 2.6 0.1 1.2

施肥量 nsx ns ns ns ns ns ns ns ns

分散分析 葉果比 ns ns ns ns ns ns ns ns ns
交互作用 ns ns ns ns ns ns ns ns ns

zへたすき指数は果実のへたすき程度を0（無）～3（大）の4段階に評価した平均値
y条紋指数は果実の条紋程度を0（無）～5（多）の6段階に評価した平均値
x分散分析により，ｎｓは有意差なし

第 9図 施肥量および施肥時期が長さ 31～50cm の 

結果母枝当たりの雌花着蕾数に及ぼす影響 

    縦線は標準誤差を示す（n=3） 

第10図 施肥量および施肥時期が新梢数のうち雌花

が着生した新梢数の割合に及ぼす影響 

     縦線は標準誤差を示す（n=3） 

第 8図 葉果比 30 における施肥量が無機態窒素に 

及ぼす影響 

    縦線は標準誤差を示す（n=3） 

第 7図 葉果比 30 における施肥量がＥＣに及ぼす影響 

    縦線は標準誤差を示す（n=3） 
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2）果実品質 

2013～2016 年（試験開始後 2～5 年），施肥量お

よび施肥時期の違いによる果実品質への影響は認

められなかった（第 4 表，データ略）。 

 

考察 

窒素施用量と花芽形成に関しての研究は多くあ

り，伴野ら 10)はニホンナシ，Hill-Cottingham ら 11)

はリンゴについて，窒素の施用濃度が高いほど，

花芽形成が促進されることを報告している．カキ

についても，田中・鈴木 12)は，6～7 月の窒素施用

が‘富有’の着花数に関係のあること，傍島ら 13)

は，‘平核無’の花芽分化に対する炭水化物，窒

素の重要性を報告している．実験 1 において，葉

果比 20 で着果数を確保しても，慣行施肥の 2 倍の

窒素量を施用することにより，‘太秋’の雌花着

蕾数および雌花の着生した新梢の割合は高くなる

傾向であった．これは，‘太秋’の雌花着生には

前年の結果母枝の花性だけでなく，結果母枝の栄

養状態も影響しているとの報告 6)と一致している．

また，葉果比 20 において，短い結果母枝ほど窒素

2 倍量施用による雌花着蕾数の増加効果が早く認

められたことからも，‘太秋’の雌花着生には栄

養状態が重要であると考えられた．実際に 2 倍量

区における5月中旬～7月中旬の葉中窒素含有率は

慣行区よりも高く推移したことから，窒素施用量

を増やして生育中のカキ樹の栄養条件を高めるこ

とが重要と示唆された．一方，雄花の着生と葉果

比，施肥量との間に関係は認められなかった．林

ら 14)は，‘太秋’の雄花着生について，結果母枝

の栄養状態の影響は雌花より小さく，前年に着生

した花性によって決定される可能性を示唆してお

り，雄花の着生には窒素施用量の影響は小さいと

考えられた． 

葉果比 20 の 2 倍量区は‘太秋’の栽培基準であ

る葉果比 30 の慣行区に比べて，雌花着蕾数および

雌花が着生した新梢数の割合が高い傾向であっ

た．一方，葉果比 20 の 1.5 倍量区は葉果比 30 の慣

行区に比べて，雌花着蕾数はほぼ同等であり，雌

花の着生した新梢数の割合は低かった．このこと

（実験 1）から，葉果比 20 で収量を確保しながら，

連年安定して雌花を着生させるためには，年間窒

素施用量が慣行の 1.5 倍量（22.5kg/10ａ）では不足

し，6 月中旬の追肥も加えた 2 倍量（30kg/10ａ）

必要であると考えられた．葉果比 20 の 2 倍量区の

2009～2011 年（試験開始後 2～4 年）の 1 樹当たり

の平均収量は 24.6kg であり，10a（栽植本数 67 樹）

当たり約 1.6t となり，‘富有’の約 1.8t（岐阜県農

業技術センター植栽‘富有’の 2009～2011 年平均

値）に近い収量を確保することができた．また，

施肥量を増加することによって，果重の増加，果

皮色の低下および糖度の低下が想定されたが，果

実品質への影響は認められなかった． 

実験 1 では，窒素施用量を基肥で 5kg/10ａ，追

肥で 5 月に 5kg/10ａ，6 月に 5kg/10ａ増加した 2 倍

量区において，安定して雌花が着生したが，基肥

による影響か，追肥による影響かは不明瞭であっ

た．そこで，実験 2 では，実験 1 と同様の 2 倍量

区，2 倍量に準じて基肥を中心に窒素施用量を増加

した 1.7 倍量区（基肥重点），追肥のみで窒素施用

量を増加した 1.7 倍量区（追肥重点）を設定し，花

芽形成に影響する施用量と時期を検討した．なお，

1.7 倍量区（基肥重点）は基肥で 5kg/10ａ，追肥で

5 月と 6 月にそれぞれ 2.5kg/10ａ，1.7 倍量区（追

肥重点）は追肥で 5 月と 6 月にそれぞれ 5kg/10ａ

増加した．その結果，雌花着蕾数および雌花が着

生した新梢数の割合は，2 倍量区と 1.7 倍量区（追

肥重点）が慣行施肥区より多く，1.7 倍量区（基肥

重点）は慣行施肥とほぼ同等の傾向であった．こ

の結果から，‘太秋’の雌花着生には，5 月と 6 月

の追肥による栄養条件の向上が重要であると考え

られた．このことは，6～7 月の窒素施用が‘富有

’の着花数に関係があるとの報告 12)と一致してい

る．なお，実験 2 における結果母枝当たりの着蕾

数は，施肥量（試験区）による差があるものの，

全体的に実験 1 と比較して少なかった．これは，

供試した樹が，実験 1 は苗木，実験 2 は樹齢約 25

年生の‘西村早生’に高接ぎした樹であることに

よる樹勢や樹形の違いなどの影響と考えられた． 

施肥による花芽形成への影響については，樹体

内のＣ／Ｎ率 15) 16)，生長調節物質 11) 17)などの報告

があるが，施用された窒素がどのように花芽形成

に影響しているのかは明らかではなく，今後，そ

の仕組みを解明していく必要がある．また，Akagi

ら 18) 19)は，カキ属植物における性決定因子とその

作用機作，OGI 遺伝子が MeGI 遺伝子の発現を抑制

して雄化を誘導していることを明らかにしてお
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り，今後，栄養状態がどのように雄花と雌花の決

定に影響するかを明らかにする必要がある． 

岐阜県におけるカキの施肥量は‘富有’を中心

に考えられてきた．戦後から昭和 50 年代にかけて

は収量を重視し，年間窒素施用量は 30 kg/10ａ前後

であった．その後，着色向上を図るため，20 kg/10

ａ以下となり，さらに低樹高化に伴い，現在の岐

阜県の標準施肥量である 15 kg/10ａになった 20)．こ

のように，年間窒素施用量 15kg/10a は‘富有’の

基準であり，‘富有’以外の品種における適応性

は検討されておらず，品種に合った施肥体系が必

要である．本研究により，‘太秋’において‘富

有’並の収量を確保するためには‘富有’の施肥

量の約 2 倍必要であり，特に 5，6 月の追肥が重要

であることが明らかになった．岐阜県における‘

太秋’に適した施肥量および時期は，窒素施用量

として，基肥で 10kg/10ａ，追肥で 5 月に 5kg/10ａ，

6 月に 5kg/10ａ，7 月に 5kg/10ａの年間 25 kg/10ａ

と考えられた．従来，‘太秋’は‘富有’に準じ

た施肥方法の下，葉果比 30 とすることで収量確保

を図ってきたが，‘太秋’に適した施肥方法を行

うことでより高い収量確保につながると考えられ

た．今後，リン酸およびカリ成分などを加味した

肥料資材の検討が必要である. 
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Abstract 

‘Taishuu’ persimmon bears both male and female 

flowers. With age, the ratio of female flowers 

decreases, whereas that of male flowers increases, 

thereby leading to decreased fruit yields. The fruit set 

number, which is the number of leaves per fruit, is 30 

in ‘Taishuu’, and is considered a lower fruit load than 

that of ‘Fuyu’ with a fruit set number of 20. This 

experiment attempted to secure profit from a higher 

unit price while restricting the number of fruit sets 

compared with that of ‘Fuyu’. However, there were 

concentric cracking problems, which led to poor 

quality shipment of the produce, thereby causing 

lesser profit than that of ‘Fuyu’. Therefore, a method 

of fertilizer application that can stabilize the number 

of female flowers while securing the same yield as 

that of ‘Fuyu’ was examined. Considering the 

supplemental application of fertilizers applied in May 

and June, the number of leaves per fruit was set to 20. 

The number of flower buds for female flowers and the 

ratio of shoots with female flowers increased. The 

amount of pre-plant nitrogen application was 10 kg 

per 10 a of ‘Taishuu’. Five kilograms of supplemental 

fertilizer was separately applied in May, June, and 

July. The total of 25 kg fertilizer per year is assumed 

to increase the formation of female flowers in 

‘Taishuu’. 

 

Key words 

Amount of Nitrogen Application，Female Flower，

Fertilizer Application，Persimmon，Taishuu 

 


